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社
協
の
第
三
者
委
員
紹
介

　

社
協
が
実
施
す
る
福
祉
事

業
（
介
護
事
業
、
保
育
事
業

な
ど
）
の
利
用
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
苦
情
な
ど
に
対
し
て
、

各
事
業
所
の
相
談
受
付
窓
口

に
あ
わ
せ
て
第
三
者
委
員
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
事
業
所

で
の
苦
情
解
決
が
困
難
な
場

合
や
利
用
者
が
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
第
三
者
委
員
が
同

席
し
て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

直
接
第
三
者
委
員
へ
苦
情
を

申
し
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

第
三
者
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
・
写
真
右
か

ら
）

社
協
評
議
員　

滿
谷　

恭
享

（
多
６
区
の
１
）

社
協
監
事　
　

平
田　

國
光

（
久
３
区
）

民
生
委
員　
　

森
山　

芳
秋

（
黒
10
区
）

  

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

に
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
受
付
順
）

那
須　
律
子
（
故　
一
美
）

多
３
区
の
１

東　
　
幸
人
（
故　
サ
キ
）

多
１
区
の
１

右
田　
征
人
（
故　
諏
訪 

ハ
ツ
メ
）

黒
10
区

田
山　
俊
博
（
故　
ト
キ
ヨ
）

黒
西
４
区

家
城　
美
子
（
故　
昭
彦
）

多
２
区
の
２

山
口　
勝
芳
（
故　
信
子
）

黒
６
区

椿　
　
惠
美
子
（
故　
邦
夫
）久

４
区

幸
野　
新
一
（
故　
恒
松　
礼
子
）

久
２
区

　

多
良
木
町
社
会
福
祉
協
議
会　

彌
永
磨
副
会
長
が
九
州
社
会

福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

員
と
し
て
そ
の
職
務
に
精
励

し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事

会
で
吉
瀬
会
長
よ
り
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
・
発
行
／
〒
８
６
８-

０
５
９
５

　
　
　
熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
大
字
多
良
木
１
６
４
８

　
多
良
木
町
役
場

　
企
画
観
光
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
６
６
）
４
２-

１
２
５
７

　
　
発
行
日
／
令
和
４
年
７
月
14
日

　
ＴＡ

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
宮

﨑
正
毅
会
長
）
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
配
慮
し
、
会
長
・
女
性

部
長
会
議
に
あ
わ
せ
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
交
流
館
石
倉

に
て
、（
株
）
コ
ク
ア
の
健
康

運
動
指
導
士
、
理
学
療
法
士
、

看
護
師
の
指
導
の
も
と
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
基

礎
知
識
や
、
実
際
に
行
う
際

に
使
用
す
る
ポ
ー
ル
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
移
動
し
、
実
際
に
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
体

験
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
日
ご
ろ
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
比
べ
て
体
を
し
っ
か

り
動
か
し
た
気
が
す
る
」
や

「
腰
が
曲
が
っ
て
い
る
が
、

ポ
ー
ル
の
お
か
げ
で
安
定
し

て
歩
き
や
す
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

は
ポ
ー
ル
を
使
用
す
る
た
め
、

通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
比

べ
、
上
半
身
の
筋
肉
が
積
極

的
に
使
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
平
均
30
％
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
足
首
・
膝
・

腰
な
ど
へ
の
負
担
が
最
大

30
％
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
研

究
結
果
も
あ
り
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
や

介
護
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
研
修
会
開
催

～
多
良
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
～

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞


